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応援の鍵 

作詩：武上悠希
たけがみ ゆうき

（⼤阪府⼤東市・15 歳） 
 

苦しさに胸がつぶされそうで 

「もう消えたい」と泣いた⽇もあった 

 

 夜の底で震えていた私たちは  

それでも 夢を 希望を 捨てなかった 

だって ⼼の奥に ⼩さな⽕があった 

「やりたい」が光っていた  

暗闇の中でも  

その光だけは決して消えなかった  

 

だけど時に ⼈の視線が怖くて  

⽴ちすくむ夜もある 

「どう応援したらいいの？」って  

不安に沈む声も聞こえる  

 

⼤丈夫 明⽇は明⽇の⾵が吹く  

周りの⼈は敵じゃない  

そっと寄り添う 味⽅なんだ  

⾬の⽇が続いても  

明けない夜はないように  

私たちの困難にも 必ず朝が来る  

 

だから 胸の熱意を掲げよう  

その光は誰かの⼼に⽕をつける  

応援の声は未来へ続く道 

「ひとりじゃない」と気づく道  

 

背中を押す⼿が  

私たちの世界を広げていく  

夢を叶えるための鍵は  

応援してくれる⼈々の中にある  

その鍵を集めて 未来の扉を開けよう 

「やった！⼀歩進んだ！」「ついに叶えた！」 

喜びが空へ舞いあがるその⽇まで  

 

世界中へ届けたい 私たちの祈りを  

歌声を 応援してくれるすべての⼈へ 

この世界で 

作詩：近藤⼰順
こ ん どう み の ぶ

（⼤阪府⽻曳野市・43 歳） 
 

ずっと悪いところを⾒せずに 

いられたらいいのだけれど 

そんなことを完璧にできる⼈はいない 

わかっている 

 

でも今の⾃分を好きって思いたくて 

そんなふるまいのできる⾃分になりたくて 

いつももがいている 

 

この世界で輝きたくて 

いつも⾛っている 

理想の⾃分へ 

きっといつかなれる 

未来を信じて 

 

強い⾃分になりたくて 

⾃分と向き合ってきた 

ずいぶん⻑い間 

努⼒をした 

 

少しずつ変わってきた気がするけれど 

私の特性ではここまでが限界かな 

でも諦めたくない 

 

この世界の⼀員として 

⾃分のやるべきこと 

しっかりやりたくて 

個性をつぶさないままで 

しっかりと⽣きたいよ 

 

誰もが⽣きやすい社会を 

訴え続けたけれど 

私は私で頑張らなければいけないことを 

忘れてはいけない 

ここから⽣まれた私のおもいを 

伝えたい伝えたい届きますように 

 

 

 

 

この世界に必要とされたい 

理想と現実の違いに 

もがくけれどひとりじゃないこと 

忘れないでいたい 

共に前へ前へ進んでいこう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これからもよろしく 

作詩：渡辺桃李
わ た な べ と う り

（⻘森県⼋⼾市・13 歳） 
 

出会いは⼩学五年⽣ 

第⼀印象は⽩くて細くて 

頼りなさげな感じがしていた 

 

出会いは学校の廊下 

つんとすまして頑固そうで 

信⽤できないと思っていた 

 

コトンコトンと リズムを刻み 

あなたは私の前を⾏く 

いつだって私を導いてくれる 

今では頼りになる存在 

⼀緒にいて恥ずかしいなんて 

思ったりしてごめんね 

 

外は光でまぶしくて 

ぶつかりそうになる電柱に 

先に気付いて教えてくれた 

 

外の世界は⼆次元に⾒えて 

落ちそうになる段差に 

先に気付いて守ってくれた 

 

コトンコトンと リズムを刻み 

あなたは私の前を⾏く 

いつだって私を導いてくれる 

今では頼りになる存在 

⼀緒にいて恥ずかしいなんて 

思ったりしてごめんね 

 

ありがとう ⽩杖さん 

これからも どうぞよろしくね 

 

 

 

 

 

⼗⼈⼗⾊〜新しい１⽇が始まる〜 

作詩：北地恵
きたじ めぐみ

（⼤分県別府市・58歳） 
 

⾒た⽬は同じでも 1 ⼈ 1 ⼈ 

できることできないこと  

違いがあるもの…⼗⼈⼗⾊ 

「あの⼈に出来るのに  

なぜできないの？」 

そんな事⾔わないで 

「やれば出来る」なんて⼤嫌い  

やる気がない訳じゃない 

同じ名前の障害だから？⾞椅⼦だから？ 

治る事はない出来る事も少ない毎⽇ 

でもね… 

 

私にもできること  

私にしかできないこと  

きっとあるはず… 

⽣まれつき⾒えなかった 

⼿⾜が上⼿く動かず歩けなかった 

名前は知っていても 物の形や⼤きさ  

何センチ 何ミリなんて分からない 

きれいな花 かわいい動物  

⾬の後の虹はどんな⾊なのかな？ 

あなたと私はどんな顔をしているの？ 

分からないのが当たり前 

だけど… 

 

私には⽬の変わりに⽿と⼿ 

そして⾹りがある  

読み書きは⾳声機能と 

「お願いします」のMIX で 

読むことも 書くことも出来る 

何度か会えば 声を聞かなくても 

⾜⾳を聞くだけで 誰か分かる 

毎⽇聞こえてくる ⾊々な⾳や⾹りが 

たくさんの情報を運んでくれる 

 

 

 

 

 

 

テーブルには 携帯電話 お茶  

リモコン達がいつもの定位置 

私は伸ばした⼿で  

そっと触って確かめる  

⽚⼿で吹けるハーモニカで 

好きなメロディーを 

時々吹いて楽しむよ  

⾷べたいものは⾃分で考えて 

ヘルパーさんにお願い 

頭の中にあるレシピは 

味⾒をしながら変わっていく 

今⽇もおいしく完成！！ 

私だけの特製レシピ 

 

これが今の私にできること 

「あの⼈に出来るのに  

なぜできないの？」 

そんなこと⾔わないで… 

 

あなたにもできること  

あなたにしかできないこと  

きっとあるはず…⼗⼈⼗⾊ 

今⽇もまた 

それぞれの新しい 1 ⽇が始まる… 
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次のステージ 

作詩：⼤⽮治美
お お や は る み

（千葉市・52歳） 
 

そろそろ外に出てもいいかな 

上の⼦中学⽣ 少し安⼼ 

紅葉(もみじ)の下でつぶやいた 

いつものお店で⾒つけた 

⼿書きパート募集のチラシが 

何だか光って⾒えた 

きっと私にもできるはず 

きっと私にもできるはず 

 

履歴書 書くのは何年ぶりだろ 

汗ばむ指先 パソコン向かう 

親切そうな店⻑さん 

のどかに⾯接進んだ 

「私いけるかも」その時 

“私の障害について“  

のどかな空気 変わったの 

ああ 普通なら良かったのに 

 

「あれ こちらは何ですか？ 

障害あるなら ごめんなさい」 

もう それだけで終わりなの？ 

ただ それだけで終わりなの？ 

履歴じゃなくて障害で？ 

⼈柄じゃなく障害で？ 

希望の紅葉(もみじ)はらはらと 

⾳もなく散っていった 

 

ハローワーク おそるおそる⾏ったのは 

桜の蕾(つぼみ)が⾊づく頃 

ひしめく⼀般窓⼝と 

静かな障がい者窓⼝ 

違いに⼾惑うけど それでも 

待ち時間なくてラッキー 

「では ここなんてどうですか」 

道 まっすぐに照らされた 

 

 

 

 

 

初めて聞いたそこの名前は 

A型事業所 A型事業所 

就職のための通過点 

家から近くの弁当屋 

正直ドキドキはしぼんだ 

家でも作ってる 毎⽇ 

いやでもここ 途中駅 

次⾏けるならそれでいっか 

 

なんて居⼼地いいところ！ 

毎⽇している作業でも 

⼈ 居場所とが変わるだけ 

もうぽかぽかと温かい 

いつも⾏く場所あるなんて 

嬉しい 顔がほころぶの 

誰かの役に⽴てている 

その実感で花が咲く  

 

ありのままの私でいい  

⼼からそう思えた 

失敗しても失敗しても  

次はできると信じてもらえる幸せ 

楽な道じゃないけれど  

普通じゃ⾒えない景⾊がある 

落ち込む⽇も迷う⽇も  

きっと意味はある 

切ない気持ちに寄り添える  

そんな⼈になれる 

⾃分の⽣き⽅を全部全部  

ギュッとして⽣きよう 

きっと居場所は⾒つかる  

⽬指すのは次のステージ 

 

 

 

 

 

僕の声 

作詩：太⽥純平
おおたじゅんぺい

（東京都町⽥市・35 歳） 
 

誰でも⼀⼈⼀⼈ 気持ちがあるよ 

声には出して⾔えないけれど 

僕の瞳が話しているよ 

声を出せない僕に 

あなたは何を感じていますか？ 

 

僕の瞳の奥には計り知れない夢がある 

少し勇気を出して僕のことを知って下さい 

少しだけ⼿伝って 

⼿を持ってくれたら 

あなたにちょっと素直な気持ちを伝えたい 

 

僕は書く 

あなたの⼿のひらに 

丸を書く 

⼼を込めて書きました 

気付いて下さい 

 

僕の希望を込めて 

あなたの⼿のひらに 

バツを書く 

僕が否定している気持ち 

何か聞いてよ 

そしたら 

あなたが添えてくれた⼿を頼りに 

その質問に答えます 

 

でもね 

あなたが⼿を添えてくれなければ 

僕の⾔葉や気持ちも伝わりません 

あなたの⼿が僕の⼼を拾ってくれたら 

またあなたと話したい 

 

 

 

 

 

⾒えるって なに？ 

作詩：三橋奏太
み つ は し そ う た

（兵庫県神⼾市・14 歳） 
 

⾒えるって なに？ 

僕の頭に 浮かぶ疑問 

⽣まれたときから 今までずっと 

光に ⾊に 出会ったことない 

明るい⾊も 暗い⾊も 

⼈の顔も ⾃分の顔も 

僕にとっては 

⾒えなくて普通 

 

⾒えないって なに？ 

周りの⼈から 投げられる⾔葉 

⾒えないって ウソ？ 

暗いって コワい？ 

明るい⾊も 暗い⾊も 

⼈の顔も ⾃分の顔も 

周りからすれば 

⾒えて 普通 

 

僕の周りの 厚い壁 

想像できない 互いの世界 

同じ⽇本に ⽣きていても 

同じ地球に ⽣きていても 

⼈によって  

世界は違う 

 

視⼒の有無に 関わらず 

同じ感じ⽅の⼈はいない 

同じ景⾊でも 

⼀⼈⼀⼈ 

感じ⽅は違う 

僕らはそんな世界で⽣きている 

互いの感じ⽅を 

尊重し合いながら 

 

 

 

 

弱さを⼀⼈にしない場所 

作詩：原⽥菜々⼦
は ら だ な な こ

（静岡県浜松市・18歳） 
 

どうせ無理だってできないって  

何回つぶやいただろう 

できない⾃分を隠して笑っていた 

みんなと違う事が怖くて 恥ずかしくて 

でも本当は ただ悔しかった 

聞こえている 

⽴っている 

動いている 

勉強もできる 

失くしたものより 

「今」 ⾃分が何をがんばるかと考えろ 

弱さを⼀⼈にするな 

涙を⼀⼈でするな 

できないで終わるな 

ここは やり直せる場所 

⽀えられていることは 決して恥ずかしくない 

ゆっくり ⾃分のペースでいい 

⽌まりながらでもいい 

それでも⼀歩が出たなら 

それが未来だ 

 

 

 


